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平成３０年度第１回新居浜市総合教育会議会議録 

 

１ 開催日時  平成３１年２月１４日（木）１３：３０～１４：２０ 

 

２ 開催場所  市役所庁舎３階 市長応接室 

 

３ 出 席 者  新居浜市長 石川勝行、教育委員会教育長 関 福生 

        教育委員会委員 宮内文久、本田郁代、近藤智佳、尾藤一彦 

        事務局 

 教育委員会事務局長、企画部長、 

教育力向上戦略監、教育委員会事務局次長、学校教育課長 

         総合政策課長、総合政策課副課長 

 

４ 会議事項  （１）小中学校の教育環境の整備と学力の向上について 

（２）その他 

 

５ 会議録 

企画部 

 

 

 

 

 

 

 

全員 

 

企画部長 

 

 

 

 

市長 

 

 

定刻になりましたので、ただ今から、平成３０年度 第１回 新居浜市総

合教育会議を開催いたします。 

まず、構成員の皆様の出席状況でございますが、全員出席でございます。 

次に、会議公開の取扱いについてでございますが、本日の会議につきま

しては、非公開とする内容はないと考えられますので、原則どおり、本日

の会議を公開とし、傍聴等を許可したいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

 

（了承） 

 

 では、そのようにさせていただきます。 

それでは、会議の開会に当たりまして、主催者であります石川市長から

ご挨拶をいただきたいと思います。 

市長、よろしくお願いいたします 

 

本日は大変お忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとうござい

ます。 

新居浜市総合教育会議の開催に際しまして、一言ご挨拶を申し上げたい
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企画部長 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

と思います。 

平素より、皆様には、本市教育行政の推進に格別のご理解・ご協力をい

ただいておりますことに対しまして、この場をお借りいたしまして厚く御

礼申し上げます。 

 皆様ご案内のとおり、本日の新居浜市総合教育会議は、首長である私と、

教育委員会の皆様が、十分な意思疎通を図り、本市教育の課題及び目指す

姿等を共有し、同じ方向性のもと、連携して効果的に教育行政を推進して

いくために設置しているものでございます。 

本日、ご協議をお願いいたしております項目も、子どもたちが成長して

いく過程におきまして非常に重要なものであると認識いたしており、皆様

からもより多くの忌憚のないご意見をお聞かせ賜りたいと存じます。 

どうか、よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

会議の進行でございますが、この会議は市長が主宰するという形になっ

ておりますので、以降の進行は石川市長にお願いしたいと思います。 

では、石川市長よろしくお願いいたします。 

 

 それでは、これより進行を務めさせていただきます。 

 本日の協議事項は、「小中学校の教育環境の整備と学力向上について」

でございます。 

 平成３０年度の国からの通知により「平成３０年度以降の学校における

ＩＣＴ環境整備の方針」が示されたこと。また最近の異常気象による熱中

症の多発や、大阪北部地震で起きたブロック塀による痛ましい事故など、

子どもたちを取り巻く環境が変化しております。本市でも子どもたちの教

育・学習環境の向上が喫緊の課題であると感じております。 

 昨年１２月には国の補正予算を活用し、市内全小中学校のエアコンの整

備を、また通学路の危険なブロック塀を撤去する際の補助制度を設けるな

どハード面の整備や、放課後まなび塾の拡充など、ソフトの面でも教育環

境をサポートできたらと考えております。今回来年度予算を踏まえ、教育

委員会におかれまして、様々な施策をされたとのことですので、本日はこ

の案につきまして、協議したいと思います。 

それでは、詳細につきまして、教育委員会事務局から説明をお願いしま

す。 

 

（資料を基に説明） 
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市長 

 

 

 

尾藤委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

尾藤委員 

 

 

事務局 

 

 

 

宮内委員 

 

 

事務局 

 

 

宮内委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

教育委員会事務局から「小中学校の教育環境の整備と学力向上について」

を説明いただきましたが、ただ今の説明に関しまして、ご不明な点も含め

まして、ご質問やご意見がございましたら、お願いいたします。 

 

 教育環境の整備の中で、統合型校務支援システムの整備とありますが、

これはどういったものなのでしょうか？ 

 

現在学校のほうで作成しております出席名簿、通知表、指導要領などに

つきましては、それぞれエクセルなどのアプリケーションやソフトを使う

など、各学校でまちまちになっておりました。これを市内統一のシステム

を導入することによって、同じ様式の書類になったり、各学年や学校間の

データの引継ぎができるようになります。このことから、先生の負担の軽

減を図ることができ、生徒に携わる時間がより多く取れるように見込まれ

るなど、業務の支援を図っていきたいと考えております。 

 

 資料の中で、超高速インターネットの整備とあるが、この超高速とはど

ういったレベルになるのでしょうか？ 

 

 通常の一般家庭で言う光回線程度を想定しております。学校向けに特に

大容量通信施設を整備しようというのでなく、学校教育環境が遅れている

ことから、世間一般程度の整備を想定しております。 

 

 2 点お伺いしたいのですが。まず一点、教科書が変わるとその教科書を

サポートする教材やソフトウェアも全て変わってしまいますよね。 

 

 新学習要領に変更となるたびに、ご質問のように教科書のみならず、先

生が使用しているデジタル教科書など、全ての教材は変更になります。 

 

次に大型提示装置の整備ということですが、既に何校かで導入している

電子黒板との違いはあるのでしょうか？電子黒板と全く違うものとなる

と、使用に際して習熟するまで先生の負担は大変だと思うのですが？ 

 

 大型提示装置につきましては、プロジェクターでありますとか先ほどお

っしゃられました電子黒板を指しておりまして、平成３１年度中の整備を

目指しております。平成３１年度以降もタブレットの整備などＩＣＴの環
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事務局 

 

 

 

 

境を整えることを検討しています。そのため、パソコン等ＩＣＴに不慣れ

な先生の負担軽減についても、支援の方法等を検討してまいりたいと考え

ています。 

 

 普通教室の大型提示装置ですが、学校訪問をさせて頂くと、ある校では

かなりの頻度で先生方が利用されています。１００％整備ということにな

ると、教材研究の時間短縮や子どもたちのわかる授業への一助となる思う

ので、是非すすめていって欲しい。ただ一方で、なかなか不慣れな先生方

もいらっしゃると思うので、研修も兼ねてサポートする人員体制も整えて

頂けたらと思います。次に統合型校務システムですが、今までは各学校ま

ちまちであったため、人事異動があると、慣れるのに時間がかかったり大

変でしたが、統合型ということで、市内共通のシステムになるのは先生方

にとってすごくありがたいことだと思う。またシステムについては通知表

なども含まれると思うが、現在市内の学校独自で作成していてまちまちで

あるため、運用の前には学校の現場の先生方とも協議の場を設けて、より

よい統一したものになるようにして欲しい。 

  

 ＩＣＴの支援員についても、平成３２年度以降の取り組みの中で検討し

てまいりたいと考えています。統合型校務支援システムは平成３１年度に

導入しますが、本格的な運用は平成３２年度からと考えております。平成

３１年度中に現場の先生方の意見も反映しながら、システムの構築を図っ

てまいりたいと考えております。 

 

セキュリティの関係で問題もあると思われますが、端末を家でも使える

と働き方改革にもなるのではないかと思う。またＩＣＴを整備する中で、

辞書は国語辞典だろうが英語辞典でも、電子辞書であれば簡単に探すこと

ができます。しかし紙での辞書では、前後の単語やページをめくることで、

違う単語が目に付いたりと、こどもの学力向上や幅広い知識をつけるとい

う点では、紙ベースでの辞書のほうが優れていると思われるので、電子辞

書の使い方と同時に、こどもには紙の辞書の使い方も是非指導して欲しい。 

 

働き方改革が言われる中で、全国でもテレワークといった形で広まって

きていますが、セキュリティの問題や、仕事を持ち帰ることによる時間外

労働の問題等がありますことから、検証を行ってまいりたいと考えており

ます。また辞書については委員さんの仰るとおりでありますので、アナロ

グの辞書の使い方も教えていきたいと考えております。 
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コンピューターの整備について、今の世の中で当たり前のように使われ

ているものが、学校で教えられないまま社会に出て行くという保護者の不

安を感じています。親の経済的なこともあり、学校が唯一訓練できる場と

いうこともあると思いますので、できるだけ早期に整備をお願い出来たら

と思います。また技術の授業を参観したことがありましたが、ＣＡＤを使

った授業ですが、先生が一人と補助員が一人であったため、ある生徒は全

くついていかれず、片やある生徒はどんどん先に進んで、他の生徒の進捗

を待っているような状況でありました。技術の授業のようなものでは、ボ

ランティアに協力してもらうといったような体制も必要ではないかと感じ

ました。 

 

コンピューターの整備状況につきましては、小学校についてはパソコン

教室に２０台程度、中学校では平均４０台程度の整備状況となっておりま

す。こういった整備状況では、全員が満足な時間パソコンを触れる状況で

ないことから、来年度以降も導入について検討をしてまいりたいと考えて

おります。 

 

ＩＣＴ環境整備の中でパソコンの整備とあるが、タブレットを購入、リ

ースするのか、キーボード付のパソコン或いはノートパソコンにするのか 

最近の子どもは、スマートフォンは触れても、パソコンは操作できないと

いうようなケースもと聞いています。どのような整備方針であるのか伺い

たい。 

 

基本的にはキーボード付のものを整備することとなると思います。これ

からの整備で言えばできるだけ軽量で、持ち運びが可能なものを選ぶこと

になると、タブレット型が中心となっていくと思いますが、やはりキーボ

ードを打てる、打てないが重要なポイントとなっておりますので、タブレ

ットであってもキーボード付のものをということになると思います。 

 

ＩＣＴについてはそれぞれ、様々なご意見やご質問を頂いたのですが、

空調と学力向上につきましてもご意見を頂けたらと思います。 

 

学校のような大きな施設では、構造によって空調の効きがかなり異なる

と思うので、できればセントラル方式でなく、各端末で調整できるように
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して欲しい。 

 

とても細かいのですが、教室の温度設定はやはり２８度なのですか？学

校現場での取り決めはされているのでしょうか？ 

 

空調設備の効率化からも今は個別の空調施設の整備を考えております。

また温度設定につきましては、環境省の目標温度設定はありますが、保健

室や教室など、学校現場での状況に応じて、臨機応変に対応して頂けたら

と思います。空調の整備は夏までには間に合わすことが難しい現状ですが、

来年度中の整備はできる予定です。 

 

空調に続きまして、学力向上についてご意見をいただけたらと思います。

どなたからでも結構ですので、ご意見をお願いします。 

 

 県内の学力テストの結果ですが、県内の学校と比較して読み解く力が劣

っているのではないかと感じます。数学の暗算などはいいのですが、ゆっ

くり考える力、読み解く力というのを育んでもらえたらと思います。 

 

長年の学力テストの結果を見せて頂きますと、先生方も当然努力して頂

いているでしょうし、家庭学習も大事なのはわかりますが、学校の授業だ

けで学力は向上するのでしょうか？親の収入にもよると思うのですが、塾

に通わせたり、通信教育を受けたりという話を聞きますと、そのあたりは

どうなんだろうかと感じます。 

 

放課後まなび塾は、委員さんがおっしゃったように、学校教育だけでは

フォローできない、ある一定の学習の習熟度を達成する為に拡充しようと

しているものであります。本来であれば学校現場で全ての生徒に対して達

成することができればいいのだと思いますが、最近の学力状況の分布を見

ますと、こういった対策が必要な世の中に変化しているように感じます。 

 

学力テストについても何か意見はございますか？ 

 

学力テストはあくまで、生徒を教える際の目安であったり、宮内委員が

おっしゃった、読み解く力が弱いな、などといった分析用のツールとして

活用されるなど、文部科学省も言っているように、この結果がすべてで無

いというのも学校現場の先生の共通認識でもあると聞いています。 
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学力テストの１点差、２点差で一喜一憂するものではないというのはわ

かりますが、いったん公表がされますと、一般の方たちはどうして？と、

思ってしまいますし、そういった意見も出てくるのは仕方が無いと感じま

す。毎年毎年こういう形で発表がされるので、悩ましく感じております。 

 

普通の子どもを持つ親としてはこの結果を見て、新居浜市はこうなんだ

なとか、県内一位の松野町に住めば学力は上がるんだろうかと考えてしま

うと思います。学力テストの結果だけを発表するのででなく、分析をして、

こういった取り組みをしていますなどと、一緒に発表していくことで、評

価は変わるんではないか思います。 

 

放課後学び塾の拡充や指導員の配置など、そういったソフト面での学習

支援の強化についても実行してまいりたいと考えております。 

 

授業の中で一人の先生が前の教壇で教え、もう一人のサポートの先生が

見回りをしてあげるというすごくいい制度があるのですが、そのサポート

する先生が複数いれば、財政的な面では厳しいとは思いますが、きめ細か

なケアができるのではないかと思います。 

 

せっかくですので、ＩＣＴや学力向上以外の教育行政全般について何か

ございますでしょうか？ 

 

今教育行政を取り巻く環境は昔と比べ、非常に大変だと痛感しています

が、社会で問題になっているいじめや、虐待だけは新居浜市で起こらない

よう願っております。 

 


